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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,76 43,57 -0,19 42,43 +1,14

USD / BRL Spot BRL 2,2747 2,2802 +0,0055 2,3144 -0,0342

USD / JPY Spot JPY 99,54 99,38 -0,16 98,20 +1,18

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.307 53.798 +491 50.601 +3.197

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 180,3 173,0 -7,3 177,0 -4,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,91 11,89 -0,02 11,35 +0,54

DI Future Apr14（金利先物） % 9,68 9,67 -0,01 9,23 +0,44

3 Months US Dollar Libor % 0,254 0,254 +0,000 0,264 -0,010

CRB Index（国際商品指数） Index 292,1 291,0 -1,1 288,1 +2,9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年9月16日

Indicator Unit 9月12日

先週金曜日のドルレアルスポット相場は来週のＦＯＭＣを控えて小動きでした。朝方は、予想を上回った
７月の経済活動指数を受けて前日比レアル高の２．２７台前半で取引される局面もありましたが、米国の
小売売上高が予想を下回ったためレアル売り優勢となり、２．２８台前半へレアル安となりました。その後は
週末の薄商いで様子見となり結局２．２８近辺で引けています。

先週は小売売上高や経済活動指数などに回復の期待が見える数字が出てきました。良い兆候が表れて
いますので、今後もそれらの勢いを堅調に保つためにはインフレを抑制し当局の信認を高めることが益々
重要になってきます。一部報道では、政府がガソリン価格値上げを近いうちに決定するとの観測記事が
出ていますが、これは当局がインフレをコントロールできるとの自信を表していると思われます。

今朝発表された週次サーベイでは今年末のインフレ見通しは５．８２％で据え置き、同成長率見通しは
２．３５％から２．４０％へ引き上げられました。しかし、来年末のインフレ見通しは５．８５％から５．９０％へ
引き上げられ、同成長率見通しは２．２８％から２．２２％へ引き下げられました。先週と同じパターンが
続いており、足許の回復が持続するには未だ力不足と見られているようです。
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